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大地の祭り会期中の土・日曜日、市民有志のボラン

ティアが十日町駅西口構内を拠点に、来訪者の案内活

動を行いました。作品紹介や観光情報の提供を行った

もので、活動に参加した川田孝二さん（大黒沢第３・

66歳）は、「迎える立場として、もっと勉強したい。

次回は、さらに明るく接客したい」と話していました。

２年後の第４回大地の芸術祭に向けた市民の動きが、

このようなところからも始まっています。

大
地
の
祭
り
会
期
中
に
３
回
、
１
泊
２

日
の
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
０
９
作
品
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
現
地
見
学
会
」（
作
品
公
募
ツ
ア
ー
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
開
催
の
第
４
回
大
地
の
芸

術
祭
で
展
開
す
る
作
品
を
募
集
す
る
た
め

に
実
施
し
た
も
の
で
、
首
都
圏
を
中
心
に

全
国
各
地
か
ら
約
80
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
大
地
の
芸
術
祭

作
品
公
募
ツ
ア
ー
に
多
数
の
参
加
者

２
０
０
９
大
地
の
芸
術
祭

作
品
公
募
ツ
ア
ー
に
多
数
の
参
加
者

北川フラム総合ディレクターの解説に耳を傾ける参加者

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
で
に
ぎ
わ
っ

た
、「
２
０
０
７
夏
越
後
妻
有
大
地
の
祭
り
」
が
９
月
２
日
A
、
33

日
間
の
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。
期
間
中
に
は
、
地
元
の
有
志
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
大
地
の
祭
り
に
か
か
わ
り
、
地
域
の
P
R
を
し
な
が
ら

地
元
の
祭
り
と
し
て
取
り
込
む
活
動
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３

回
に
わ
た
っ
て
作
品
公
募
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
、
芸
術
祭
に
興
味
を

持
つ
多
く
の
作
家
が
参
加
す
る
な
ど
、
次
回
２
０
０
９
年
第
４
回
大

地
の
芸
術
祭
に
つ
な
が
る
気
運
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
催
し
。
農
舞
台
外
庭
に
は
市
内
外
の
20

の
露
店
が
軒
を
連
ね
、
出
店
者
と
特
産
品

を
買
い
求
め
る
人
と
の
朗
ら
か
な
会
話
が

催
し
を
引
き
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
18
日

g
に
開
催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

特
別
コ
ン
サ
ー
ト
「
鬼
火
燎
原
〜
き
び
り

ょ
う
げ
ん
〜
」
は
、
出
演
者
を
観
客
が
取

り
巻
く
ス
テ
ー
ジ
構
成
で
一
体
感
あ
ふ
れ

る
音
の
世
界
を
演
出
。
市
内
で
合
宿
し
な

が
ら
パ
ワ
フ
ル
な
和
太
鼓
演
奏
を
演
じ
る

鬼
太
鼓
座
と
平
和
と
愛
を
歌
う
山
根
麻
以

＋
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
な
ど
に
よ
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
鑑
賞
す
る
約
４
０
０

人
を
魅
了
し
、
祭
り
の
中
盤
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

９
月
１
日
g
、
儀
明
／
劇
場
「
倉
」
で

行
わ
れ
た
「
ま
つ
だ
い
文
楽
劇
場
〈
音
楽

劇
『
臨
界
』
〉
│
自
然
界
と
人
間
界
の
融

点
を
求
め
て
│
」
は
、
吉
田
勘
緑
さ
ん
の

文
楽
人
形
と
坂
田
明
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
音
楽
、

そ
れ
に
犬
伏
の
松
苧
太
鼓
が
加
わ
っ
た
、

当
地
な
ら
で
は
の
共
演
。
山
あ

い
に
響
く
太
鼓
が
薄
暮
に
舞
う

人
形
と
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
、
特

設
桟さ

敷じ
き

を
埋
め
た
２
２
０
人
は
、

幻
想
的
な
秋
の
宵
を
楽
し
み
ま

し
た
。

「
文
楽
に
私
ら
が
引
き
込
ま

れ
て
い
る
感
じ
だ
の
。
勘
緑
さ

ん
も
集
落
の
こ
と
を
考
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
も
う
れ
し
い
で
」
と
、
会

場
準
備
に
い
そ
し
む
儀
明
劇
場
協
力
会
会

長
の
村
松
竹
一
さ
ん
（
儀
明
・
72
歳
）。
今

年
の
春
、
儀
明
／
劇
場
「
倉
」
が
所
在
す

る
儀
明
で
は
同
協
力
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

劇
場
で
の
公
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
な
ど
に
、
地
元
民
が
積
極
的
に
か
か
わ

る
こ
と
で
集
落
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
有
志
約
20
人
が
結
束
。
今
回
の
公
演

で
も
会
場
づ
く
り
か
ら
入
場
整
理
ま
で
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
下
支
え
し
ま
し
た
。「
平
均

年
齢
は
60
歳
を
こ
え
る
で
も
、
こ
こ
で
の

催
し
が
や
る
気
を
起
す
源
に
な
っ
て
い
る
。

勘
緑
さ
ん
と
こ
の
劇
場
、
そ
し
て
み
ん
な

の
や
る
気
。
こ
の
財
産
を
生
か
し
て
、
将

来
に
つ
な
げ
ね
っ
け
ら
の
」。
次
回
、
第
４

回
大
地
の
芸
術
祭
に
期
待
を
込
め
ま
す
。

８
月
18
日
g
、
19
a
の
２
日
間
、
ま
つ

だ
い
農
舞
台
で
行
わ
れ
た
「
里
山
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'07
『
音お

と

・
楽ら

く

・

市い
ち

』」
は
、
地
域
の
食
や
工
芸
品
を
集
め
た

「
市
」と
楽
器
の
実
演
や
ラ
イ
ブ
な
ど「
音
」

に
親
し
む
２
つ
の
楽
し
み
を
兼
ね
そ
ろ
え

地
域
と
の
融
合
イ
ベ
ン
ト
で

祭
り
に
親
し
み

当
地
公
演

地
域
が
下
支
え

第３回大地の芸術祭の空き家作品の一つである「小

出の家（井出創太郎+高浜利也：作）」を、宿泊して作

品を制作したりセミナーを行ったりする場として活用

しようと、今夏に東京電機大学、共立女子大学の学生

など27人が訪れて格子状の床枠に耐加重のアクリル板

でふたをするなどの公開制作を行いました。プロジェ

クトリーダーの柳生隆文

さん（東京電機大学大学

院１年）は「制作滞在中、

小出のみなさんに大変お

世話になりました。今後、

ここでどんな交流できる

か今から楽しみです」と

話していました。改修は

2008年に完成する予定

で、第４回大地の芸術祭

に備えます。

有志ボランティアが
駅前で案内活動

写真左が
村松さん

里山ミュージックフェスティバル'07「音
おと

・楽
らく

・市
いち

」
特別コンサート「鬼火燎原～きびりょうげん～」

2
0
0
7
夏
越
後
妻
有
大
地
の
祭
り
 閉
幕

躍
動
の
3
3
日
間
  2
0
0
9
年
の
大
祭
に
つ
な
ぐ

文楽人形を操る吉田さん（写真右から３人目）と松苧太鼓のみなさん

初
日
は
作
品
や
地
域
全
体
を
ま
わ
る
ツ

ア
ー
、
２
日
目
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明

会
で
、
北
川
フ
ラ
ム
大
地
の
芸
術
祭
総
合

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
案
内
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
多
く
が
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
写

真
撮
影
を
し
た
り
し
て
、
作
品
プ
ラ
ン
の

ヒ
ン
ト
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

色
彩
と
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
を

発
表
し
て
い
る
大
場
陽
子
さ
ん
（
東
京
都

北
区
・
32
歳
／
写
真
右
）
と
岩
井
亜
希
子

さ
ん（
千
葉
県
八
千
代
市
・
32
歳
／
同
左
）

は
、「
棚
田
や
広
大
で
豊
か
な
自
然
に
根
源

的
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。
色
彩
と
音
、
風

景
を
同
化
さ
せ
る
よ
う
な
作
品
プ
ラ
ン
を

提
案
し
た
い
で
す
」
と
意
欲
的
で
し
た
。
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８
月
25
日
前
後
か
ら
今
月
に
か
け
て
、「
十
日
町
お
お
ま

つ
り
」
を
は
じ
め
、
各
地
で
盛
大
に
夏
・
秋
ま
つ
り
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
礼
や
時
代
に
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
ま
つ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
ま
つ
り
は
い
つ
の
時
代
も
地
域
の
一
大
行
事
で
す
。
そ

の
い
く
つ
か
を
、
写
真
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

８月26日a・27日bの両日に行われた八角みこしの渡御はおおまつりの大目

玉。「おいよい！おいよい！」と威勢の良いかけ声が街に響き渡れば、まつりも

一気に盛り上がります。

八角みこし渡
と

御
ぎょ

十日町おおまつり／８月27日B

職
場
や
町
内
単
位
の
長
い
列
。
浴
衣
を
身
に

ま
と
い
、
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
雰
囲
気

で
「
十
日
町
小
唄
」「
深
雪
甚
句
」
を
踊
る
姿

は
風
情
豊
か
で
す
。

大
民
謡
流
し

十日町おおまつり／
８月25日G

明石万灯

五穀豊穣、無病息災、商売繁

盛…さまざまな願いが込められ

た万灯が街を照らしました。

松之山まつり／９月１日G

上野しちんちまつり／８月26日A

上山秋祭り／８月30日E

子供みこし

元気のいい「わっしょい！」「わっしょい！」

のかけ声とともに、沿道の声援を受けながら

松之山商店街を練り歩いた「子供みこし」。

上山諏訪神社

奉納演芸大会

後祭りに行われる芸能大会で、今年で32回目を

数える伝統行事。14の演目に、笑いと大きな拍手

とオヒネリが贈られていました。

仮装大会

今年で43回目を数える仮装大会には、

市内外から多くの参加があります。ちん

どん屋が地元商店の宣伝に大活躍。

十
日
町
お
お
ま
つ
り
／
８
月
25
日
G

「祭りだZ祭りだZ」では、１日集中エクササイズ「ビ

リーズ・ブートキャンプ」でみごとな熱演。

室野秋祭り／
９月１日G・２日A

神楽のおはやしが先導して、子

供みこしと大人みこしが集落内を

練り歩きます。各町内会の休憩所

で飲み物や料理が担ぎ手に振る舞

わられ、厄除けと五穀豊穣を祈念

する室野神楽が踊られます。

室野みこし



財
政
再
建
に
向
け
、
当
分
の
間
、
建

築
物
や
高
速
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
な

ど
の
公
共
事
業
を
凍
結
し
、
市
の
借
金
を

返
済
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
で
は
今
後
の
安
定
的
な
財
政
運
営

を
進
め
る
た
め
、
昨
年
、
長
期
財
政
計
画

と
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
債
（
借
金
）
を
減
額
す

る
た
め
に
、
建
設
事
業
費
な
ど
を
縮
小
し

新
た
な
市
債
を
抑
え
て
い
く
計
画
で
す
。

し
か
し
、
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福

祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
建
設
事
業
は
必

要
で
す
。
道
路
や
文
化
的
施
設
、
高
速
情

報
通
信
網
な
ど
の
施
設
を
市
債
で
整
備
す

る
こ
と
は
、
将
来
へ
の
投
資
で
も
あ
り
、

市
が
今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

も
、
全
体
の
建
設
事
業
費
を
勘
案
し
な
が

ら
有
効
的
に
執
行
し
て
い
き
ま
す
。

半
期
ご
と
の
行
政
執
行
状
況
と
財
政

状
況
及
び
補
正
予
算
の
内
容
を
公
表
し
て

ほ
し
い
。

行
政
情
報
の
公
開
は
、
公
正
な
市
政

運
営
を
進
め
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
情
報
過
多
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
、

市
民
か
ら
も
配
布
物
が
多
す
ぎ
る
と
の
苦

情
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
半
期
ご
と
の

執
行
状
況
や
財
政
の
実
態
な
ど
は
、
条
例

で
定
め
る
以
外
は
一
般
公
表
と
い
う
よ
り

も
市
役
所
本
庁
・
支
所
並
び
に
情
報
館
な

ど
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
配
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
所
管
部
署
で
も
請
求
に
応

じ
て
資
料
提
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
不
備
で

困
っ
て
い
る
。
早
急
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整

備
し
て
ほ
し
い
。

資
源
ご
み
が
キ
チ
ン
と
分
別
さ
れ
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
資
源
と
し
て
生
か
し

て
住
み
よ
い
市
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
こ
と
に
感
心
す
る
。

当
市
の
資
源
物
処
理
は
、
市
の
分
別

収
集
計
画
に
基
づ
き
、
民
間
事
業
所
で
再

生
処
理
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
民
間
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
再
生

処
理
に
は
「
き
れ
い
に
洗
う
」
「
ふ
た
を

取
る
」
な
ど
制
約
が
多
い
た
め
、
市
民
の

排
出
段
階
で
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
職
員
と
民
間
と
の
給
与
格
差
を
是

正
す
べ
き
だ
。

市
で
は
平
成
18
年
度
に
、
職
務
・
職

責
に
応
じ
た
給
与
体
系
や
勤
務
実
績
を
反

映
さ
せ
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
、
全
体
的

な
給
与
の
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
給
与
水
準
は
、
国
の
職
員
を
１
０
０

と
し
た
場
合
、
市
は
91
・
９
と
な
っ
て
お

り
、
県
内
で
は
20
市
中
、
14
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
人
員
適
正
化
計
画

に
沿
い
、
能
率
性
を
重
視
し
た
組
織
に
し

て
い
く
と
と
も
に
、
効
率
の
よ
い
執
務
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
が

取
得
で
き
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
訓
練

が
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
座
は
、

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
の
高
齢
化
率
も
30
％
を
超
え
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
今

後
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
年

度
も
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
」
の
養
成

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
同
協
議
会
（
1
７
５
０
│
５
０
１
０
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
に
は
、
十
日
町
市
高
等
職

業
訓
練
校
（
新
座
）
で
、
製
図
・
測
量
・
電

算
な
ど
の
訓
練
科
目
を
、
十
日
町
和
洋
裁

高
等
職
業
訓
練
校
（
本
町
西
１
）
で
は
、
和

裁
科
と
洋
裁
科
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
多

く
の
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
科
目
は
、

卒
業
生
の
進
路
や
業
界
の
職
種
・
規
模
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
勘
案
し
て
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
国
・
県
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
職
業
訓
練
の
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

合
併
後
の
各
地
域
を
知
る
た
め
、
道

路
及
び
全
集
落
名
な
ど
が
載
っ
た
地
図
を

作
成
し
て
ほ
し
い
。

合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
報
な
ど

で
紹
介
す
る
地
域
の
情
報
も
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
在
地
な
ど
の

表
記
は
、
旧
市
町
村
名
を
省
い
た
行
政
区

名
を
主
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分

ら
な
い
地
名
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
所
在

地
を
知
る
こ
と
は
地
域
を
理
解
し
た
り
親

近
感
を
抱
く
た
め
の
情
報
と
し
て
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
集
落
名
を
載
せ

た
地
図
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

現
代
の
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、
市
で
は
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
も
と
よ
り
、

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応
及
び
防
災
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
た
め
の
告
知
放
送
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
環
境
を
全
市
に
整
備
し
て
い
く
も
の

で
、
今
後
の
市
の
産
業
振
興
や
市
民
が
安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
市
内
で

光
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
基
盤

整
備
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
連
携
事
業

者
と
と
も
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
は
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

県
統
計
課
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
会
期

中
（
平
成
16
〜
18
年
度
）
の
新
潟
県
全
体

へ
の
経
済
波
及
効
果
は
約
56
億
円
と
推
計

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
地
の
芸
術
祭

の
開
催
に
よ
り
、
妻
有
地
域
に
と
ど
ま
ら

ず
全
県
に
効
果
が
及
ん
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
作
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

落
の
人
々
と
協
働
で
作
品
づ
く
り
や
催
し

を
行
な
う
こ
と
で
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
維
持
や
交
流
人
口
の
増
加
、
ま
た
新

し
い
産
業
お
こ
し
と
し
て
「
妻
有
焼
」
の

創
出
な
ど
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
。
こ
の
こ

と
が
、
地
域
活
性
化
の
芽
と
な
り
、
大
き

く
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
文

字
が
小
さ
く
て
見
づ
ら
い
。
せ
め
て
氏
名

だ
け
で
も
大
き
く
し
て
ほ
し
い
。

今
年
度
更
新
の
被
保
険
者
証
か
ら
氏

名
の
印
字
を
大
き
く
し
ま
し
た
。
被
保
険

者
証
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
か
ら
、
そ
の

他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
文
字
の

大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
、
地
域
資

源
の
一
つ
で
あ
る
山
菜
を
活
用
し
た
加
工

品
な
ど
の
販
売
は
で
き
な
い
か
。

山
菜
は
当
地
方
の
重
要
な
特
産
品
で

す
。
現
在
も
自
然
の
も
の
を
採
取
す
る
だ

け
で
な
く
、
ウ
ド
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
栽

培
研
究
に
も
力
を
入
れ
、
生
産
推
奨
作
物

と
し
て
広
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
菜

は
季
節
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
や
一
般
の

露
地
野
菜
に
比
べ
る
と
生
産
量
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
た
生
産
・
加
工

は
難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
も
地
域
住
民

や
地
元
農
協
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
産

地
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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●対 象 者 原則として市内に住所または勤務地・所在地がある個人及び団体（10人

以内）

●申込方法 ¡氏名、年齢、住所、電話番号、市長と話し合いたい内容などを明記のう

え、電話・FAX・Eメール・郵送などの方法で事前に申込んでください。

¡受付は先着順（開催日の３日前締切り）

●対談時間 午前９時から正午まで（１組１時間以内）

●出 席 者 市長／関係職員など

●そ の 他 ¡市長公務の都合などにより、実施できない場合があります。

¡内容により、対談によらず電話対応や文書回答することがあります。

●実 施 日 10月27日（松代支所） 11月10日（川西支所）
11月24日（中里支所） 12月８日（松之山支所）

※以下の実施日は市役所（本庁）市長室で行います。
12月22日　１月12日　１月26日　２月９日　２月23日
３月８日　３月22日

（実施場所)
〈各土曜日〉

市民と市長が直接対話する「サタデー市長室」を行っています。10月からは各地域に

出かけて実施する日を設けます。参加を希望する場合は、以下により申し込んでください。

◇申込み・問合せ◇

〈各支所開催〉

（地域振興課行政係）

●川西支所

1７６８－４９５１

●中里支所

1７６３－２５１１

●松代支所

1５９７－２２２０

●松之山支所

1５９６－３１３１

〈本庁開催〉

●総務課広報広聴係

1７５７－３１１２

市
長
へ
の
便
り

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
の
提
言
・
質
問

「市長への便り」は、市役所本庁、各支所に配置
してあります。また、Ｅメールでも受け付けて
います。kouhou@city .tokamachi .n i igata. jp
※氏名・住所などの記載がない便りやEメール
へは回答しません。

問合せ：総務課広報広聴係 1757-3112（内線213）

市
で
は
、
市
民
の
声
を
広
く
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
「
市
長
へ
の
便
り
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
60
通
、
今
年
度
は
56
通
（
8
月
末

現
在
）
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

主
な
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

※
多
数
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
質
問
は
、
内
容
ご
と

に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
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◆意見の募集期間：平成19年９月10日b～10月９日c（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁介護国保課・各支所市民生活課、または広域連合ホームページ（http://www.

niigata-kouiki.jp）

◆意見の提出方法：

①郵　便　〒950-0965 新潟市中央区新光町4-1 新潟県自治会館本館内

②ＦＡＸ　025-285-3315

③電子メール　（jim02@niigata-kouiki.jp）

◆その他：パブリックコメントの結果の公表は、10月下旬に本庁介護国保課・各支所市民生活課での閲

覧・配布及び広域連合ホームページで行います。

◆提出・問合せ：新潟県後期高齢者医療広域連合　総務課企画係　1025-285-3221

健康保険法の一部改正により、平成20年４月からすべての75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人

を対象にした、新たな医療制度「後期高齢者医療制度」が実施されます。この制度を運営する新潟県後期高齢者医

療広域連合では、広域連合と各市町村が後期高齢者医療制度を適切かつ円滑に行うため、広域計画（案）を作成し

ました。この計画（案）について、パブリックコメントを募集します。みなさんのご意見をお寄せください。

《広域連合と市町村が行う主な事務》

シリーズ №２　後期高齢者医療制度の運営について

「後期高齢者医療制度」 介護国保課
国保係

1757-3735

問合せ

Ｑ．後期高齢者医療広域連合とは？
後期高齢者医療制度の運営を行うために都道府

県ごとに設置された特別地方公共団体です。この広

域連合は、後期高齢者の医療保険制度を市町村単位

から都道府県単位に広域化することにより、財政基

盤の強化を図り、安定した制度運営を行うことを目

的としています。新潟県後期高齢者医療広域連合は、

平成19年３月１日に県内すべての市町村が加入し

設立しました。

被保険者に

関すること

保険料に

関すること

給付に

関すること

被保険者の認定・

資格管理

保険証の交付

など

広 域 連 合 市　町　村

保険料率の決定

保険料の賦課

減免や減額の決定

など

療養費の支給（高

額療養費） など

被保険者の加入、脱

退の届出の受付

保険証の引渡し

など

保険料の減免申請の

受付

保険料の徴収事務

など

療養費等の申請受付

など

平成20年

4月から

《後期高齢者医療制度の仕組》

地
域
や
環
境
に
よ
り
、
人
々
が
思
い
描
く
「
理
想
の
田
舎

（
ふ
る
さ
と
）
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
こ
の
「
創
ろ

う
！
自
分
の
田
舎
と
お
か
ま
ち
！
」
は
、
市
民
や
十
日
町
市
を

訪
れ
た
人
が
「
自
分
の
田
舎
（
ふ
る
さ
と
）」
を
自
分
た
ち
で

創つ
く

っ
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
十
日
町

市
に
あ
る
豊
富
な
資
源
や
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
親
し

み
が
あ
り
活
力
あ
る
「
田
舎
（
ふ
る
さ
と
）
」
づ
く
り
を
目
指

す
人
や
地
域
・
団
体
に
向
け
て
、
市
で
は
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
し
た
。

問合せ・受付窓口

「創ろう！自分の田舎とおかまち！」
プロジェクト事務局（本庁 総合政策課内）

〒948-8501 十日町市千歳町3-3

1757－3193 FAX752－4635

Eメール：th-sogo@city.tokamachi.niigata.jp

URL：http://www.city.tokamachi.niigata.jp/

「
創
ろ
う
！
自
分
の
田
舎
と
お
か
ま

ち
！
」
で
は
、
交
流
・
定
住
・
Ｕ
タ
ー
ン

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
E
メ
ー

ル
で
発
信
し
て
い
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

E
メ
ー
ル
で
「
情
報
メ
ー
ル
希
望
」
と
記

載
の
う
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
に
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
E
メ
ー
ル
の
配
信
は
、
い
つ
で
も
中
止

で
き
ま
す
。

※
登
録
さ
れ
た
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

「
創
ろ
う
！
自
分
の
田
舎
と
お
か
ま

ち
！
」
に
関
す
る
E
メ
ー
ル
の
配
信
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

①
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
っ
と

人
を
呼
ん
で
盛
り
上
げ
た
い

②
農
作
業
や
集
落
の
作
業
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る

③
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
体
験
交
流
事

業
に
も
っ
と
人
を
呼
び
た
い

④
地
域
に
あ
る
資
源
（
田
畑
・
空
き
家
等
）

を
生
か
し
て
交
流
し
た
い

⑤
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
た
い

⑥
地
域
の
景
観
を
守
る
た
め
に
人
手
が
足

り
な
い

⑦
地
域
で
作
っ
て
い
る
特
産
品
の
販
路
を

広
げ
た
い
　
な
ど

※
こ
こ
で
い
う
取
り
組
み
と
は
、
都
会
の

人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
市
内
間
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も
考
え
て
い
ま

す
。

相
談
内
容
例

市
内
に
は
「
人
と
の
出
会
い
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
地
域
や
団
体
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
や
っ
て
み
た
い
け
ど
、
何
か

ら
始
め
た
ら
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
る
地
域

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
交
流
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う

と
計
画
し
て
い
る
い
る
皆
さ
ん
も
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

定
住
し
て
農
業
を
目
指
す
人
へ
の

農
作
業
指
導
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
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「緊急地震速報」は、震源に近い観測点で地震を検知し、直ちに震源や地震の規模などを推定し、大きな揺れが

迫っていることをお知らせするもので、10月１日からテレビ・ラジオによる放送を含め、広く一般への提供が開始

されます。この情報を見聞きし、大きな揺れが始まる前に防災行動をとることにより、地震被害の軽減が期待され

ます。

緊急地震速報を有効に活用し、身の安全を守るためには、情報を受けたときにどのように行動すれば良いのかを

理解しておくことが重要です。以下の例を参考に、日ごろからどのように対応したらよいのか確認しておきましょ

う。

※緊急地震速報による情報の提供から大きな揺れが始まるまでは、長い場合でも数十秒程度であり、震源に近いと

ころでは、情報の提供が主要動の到達に間に合わない場合もあります。

10
月
１
日
か
ら

　
　「
緊
急
地
震
速
報
」が
開
始
さ
れ
ま
す

●問合せ　新潟地方気象台防災業務課　1025-244-1703

緊急地震速報の詳細などについては、気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp）をご覧ください。

●家庭では…

○頭を保護し、大きな家具からは離れ、丈夫な机の下などに隠れる

○あわてて外へ飛び出さない　　

○その場で火を消せる場合は火の始末をし、火元から離れている場合は無理して消火しない

○扉を開けて避難路を確保する

●不特定多数の人が出入りする施設では…

○基本的には施設の従業員などの指示に従う

○あわてて出口・階段などに殺到しない

○その場で頭を保護し、揺れに備えて身構える

○吊り下がっている照明などの下から退避する

●屋外では…

○ブロック塀の倒壊や自動販売機の転倒に注意し、これらのそばから離れる

○壁・看板・割れたガラスなどの落下に備えビルのそばから離れる。丈夫なビルのそばであればビルの

中に避難する

●自動車運転中は…

○後続の車が情報を聞いていない恐れがあることを考慮し、あわててスピードを落とさず、ハザードラ

ンプを点灯するなどして、まわりの車に注意を促したのち緩やかにスピードを落とす

○大きな揺れを感じたら、できるだけ安全な方法により道路状況を確認して安全な場所に停止する

●鉄道やバスに乗車中は…

○つり革、手すりなどにしっかりつかまる

●エレベーターを利用中のときは…

○最寄りの階で停止させ、速やかにエレベーターから降りる

＜緊急地震速報を見聞きしたときの具体的な対応行動＞

●回収日：９月中旬～12月中旬の毎週木曜日　午前８時30分～午後５時30分

（９月20日・27日、10月４日・11日・18日・25日、11月１日・８日・15日・22日・29日、12月６日・13日）

※冬期間は回収しません

●回収場所：市役所本庁、本町分庁舎、川西支所、松代支所、中央公民館、地区公民館（下条・中条・川治・水沢・

吉田）※中里・松之山支所では回収は行いません。

●回収方法：ペットボトルなどの容器に不用となった廃食油を入れ、回収場所のポリ容器にこぼさないように入れ

てください。使用したペットボトルは燃やすごみとして出してください。

●注意事項：

①天カスなどの異物は、紙でこすなどして取り除いてください。

②回収する油は植物性（パーム油除く）の廃食油に限ります。動物（ラード）・

鉱物（石油、機械油など）系の油は回収しません。

③一般家庭が対象です。事業者から排出される廃食油は回収しません。

●その他：回収拠点となる店舗・事業所を募集します。ぜひご協力ください。

●問合せ：市民生活課環境政策室環境企画係（1757-3740、内線157）

廃食油は、市内の業者がＢＤＦ（軽油代替燃料）にリサイクルします。それにより、

①ＢＤＦは、軽油と比べ地球温暖化の原因となる二酸化炭素が少なく、大気汚染の原因となる黒鉛は３分の１

です。酸性雨の原因とされる硫黄酸化物もほとんど発生しません。

②軽油の替わりにＢＤＦを使用することで、天然資源の使用量を削減できます。

③油が焼却ごみとして出されなくなることで、焼却ごみの減量になります。

④廃食油20mlが河川などに流れると、それを浄化するために風呂桶で20杯もの水が必要といわれています。

リサイクルすれば水環境の負荷が軽減されます。

環境にやさしい廃食油のリサイクルに、ぜひご協力ください。

天
ぷ
ら
油
（
廃
食
油
）の
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
す

部　　門 作 品 規 格 （大きさ）

写 真

書 道

額ぶち付きのこと（100号程度まで）

油絵・水彩・パステルなど、額ぶち付き
のこと（８号～100号）

額装（ドライマウントは不可）。モノタイ
プ版は除く（長辺116㎝以内）

（常識の大きさを超えないこと）

（常識の大きさを超えないこと）

染・織・焼物・つる・漆・革・竹・わら・紙工
芸など（縦・横・高さとも200㎝以内）

額装または枠張り表装（縦額は幅76㎝以
内、縦182㎝以内。横額は幅152㎝以内、
縦76㎝以内）※釈文票は楷書ではっきり
記入すること。ペン書き・ワープロなど可

木製パネル張り。額ぶち不可（単写真は
全紙以上、全倍まで。組写真及び全倍パ
ネルの大きさは長辺103㎝以内）

第１部

第２部

第３部

第４部

第５部

第６部

第８部

第７部

日本画

洋 画

版 画

現代美術

彫 刻

工 芸

●
会
期
＝
10
月
20
日
g
〜
23
日
c

●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
出
品
作
品
＝
各
部
門
と
も
１
人
２

点
以
内
。
未
発
表
作
品
に
限
る
。

額
装
す
る
場
合
は
ガ
ラ
ス
不
可

●
出

品

料
＝

▼
一
般
‥
１
点
１
、０
０
０
円
、

２
点
１
、５
０
０
円

▼
高
校
生
以
下
‥
１
点
５
０
０
円

●
作
品
搬
入
出
＝

▼
搬
入
‥
10
月
16
日
c
午
前
11
時

〜
午
後
８
時
に
会
場
に
持
参

▼
搬
出
‥
10
月
23
日
c
午
後
４
時

30
分
〜
６
時
30
分

●
審
査
会
＝
10
月
17
日
d

●
授
賞
＝
市
展
賞
（
賞
金
３
万
円
）、

奨
励
賞
（
同
１
万
５
千
円
）
ほ
か

●
審
査
員
＝
杉
森
企
観
明
氏
（
日
本

画
・
洋
画
・
版
画
）、
村
井
浩
氏
（
現

代
美
術
・
彫
刻
・
工
芸
）、
岡
村
鉄

琴
氏
（
書
道
）、
木
村
惠
一
氏
（
写

真
）

●
募
集
要
項
＝
各
公
民
館
、
情
報
館

に
配
置

●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
1
７
５

７
│
５
０
１
１
）

【天ぷら油（廃食油）のリサイクルの効果】

市では９月20日Eから、家庭で不用となった天ぷら油（廃食油）の回収を行います
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宮沢杯・小山杯争奪バスケットボール競技会

少年野球大会・400歳野球大会

フットサル大会

テニス(シングルス)大会

第41回パパママバレーボール大会

第43回市民体操競技大会

ソフトテニス大会

ソフトボール大会

市民ハイキング

2007十日町ＲＵＮ・ランリレーカーニバル

卓球大会

第36回郡市柔道大会

第23回ジュニアバドミントン大会

秋季市民剣道大会

空手道競技会兼第４回西野杯争奪空手道大会

第３回市長杯争奪ゲートボール大会

第13回まつのやま湯鳥駅伝大会

第22回中里健康ウォーク兼第11回ミオンウォーク

第12回川西ソフトバレーボール大会

相撲競技大会

市民バドミントン大会

第
３
回
 市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
�

10月８日（体育の日）を中心に市民スポーツ大会が開催されます。秋の一日、さわやかな汗を流しましょう！

期　　日 大　　　会　　　名 会　　　　場

総合体育館

笹山野球場・総合公園野球場・信濃川野球場

当間高原リゾートベルナティオフットサルコート

総合公園テニスコート

市民体育館

十日町高校東体育館

信濃川運動公園テニスコート

信濃川運動公園野球場Ａ・Ｃ

浅草岳

陸上競技場

川西総合体育館

武道館柔道場

総合体育館

武道館剣道場

十日町総合高校体育館

水沢運動公園ゲートボール場

松之山クロスカントリーコース

中里地域内12.5㎞コース

川西総合体育館

武道館相撲場

十日町市総合体育館

藤 巻 　 裕

小 林 　 聡

高 橋 重 成

堀 　 好 司

高 橋 伸 夫

柳 　 善 信

櫻 澤 晋 介

高 澤 政 弘

大 島 和 弘

宮 沢 邦 元

高 橋 博 夫

村 山 　 潤

飯 塚 聖 一

田 川 正 幸

西 野 弘 幸

小 海 勝 衛

松之山公民館

中里公民館

川西公民館

福 原 忠 之

飯 塚 聖 一

10月７日a

10月８日

（体育の日）

757－3115

757－3115

752－3555

756－2721

757－1465

768－3062

758－3278

090-4833-1512

752－3483

757－3198

752－6274

752－2445

758－2662

757－2625

757－8339

757－6075

596－2265

763－2493

768－2308

090-4930-2819

758－2662

10月14日a

10月13日g

10月21日a

問　合　せ

9月30日a

今年で６回目を迎える水辺の楽校。小・中学生を対象に、信濃川

の水生生物や植物・昆虫・野鳥の観察会を行います。お昼にはとん

汁のサービスあり！多くの皆さんの参加をお待ちしています。

◆申込み締切◆

9月21日（金）

10月６日g～８日b

10月17日d

日　時 ９月30日a午前10時～（９時30分集合）

（妻有大橋右岸たもと）

参加費 小学生以上：200円（当日徴収）

観察ガイド代：１冊400円（希望者のみ）

楽習コース　①昆虫観察コース　　　②植物観察コース

③水生生物観察コース　④野鳥観察コース

講　師 水辺の楽校活用協議会（博物館友の会植物研究グループ、

日本自然保護協会自然観察指導員、十日町野鳥の会、市立

理科教育センターほか）

申込み・問合せ　水辺の楽校活用協議会事務局（克雪維持課克雪利

水係内）1757-3198（内線273）

８月27日b、市役所川西支所で、田口市長ほか関

係者約70人が参加して川西支所庁舎震災復旧事業の

しゅん工式が行われました。

平成16年の中越大震災で大きな被害を受けた川西

支所庁舎は、昭和33年建築の部分（720.36㎡）を規模

を縮小して建て替え、昭和46年増築の部分（811.20㎡）

を耐震補強をすることで、装いも新たによみがえりま

した。建て替え部分の延床面積は294.70㎡、鉄骨造

地上２階建（一部５階建）で、耐震改修は、補強が必

要となった部分を取り壊して耐震壁としたほか、ひび

割れか所を修復し、内・外壁を改修しました。また、

災害時用の自家発電機も設置し、これらを含めた総事

業費は３億1,003万円です。

午前８時、庁舎前でテープカットが行われると大き

な拍手がわき上がり、業務を開始した真新しい庁舎に

早速市民が訪れていました。

８
月
29
日
d
、
十
日
町
地
域
中
核
病
院

と
松
代
病
院
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
県

と
市
で
協
議
す
る
第
１
回
「
十
日
町
病
院

等
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
協
議
会
」

が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
か
ら
は
牧
野
病
院
局
長
、
市
か
ら
は

田
口
市
長
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

職
員
が
出
席
し
て
こ
れ
か
ら
の
協
議
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

①
十
日
町
・
中
魚
沼
地
域
の
医
療
提
供
体

制
の
中
で
、
十
日
町
病
院
や
松
代
病
院

が
今
後
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
検
討
し
、
協

議
会
の
協
議
に
資
す
る
提
言
を
行
う
た

め
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
関
係
者
や
住

民
の
代
表
と
行
政
で
組
織
す
る
検
討
会

を
設
け
る
。

②
検
討
会
は
、
約
一
年
か
け
て
地
域
に
必

要
な
医
療
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
報

告
書
に
ま
と
め
る
。

③
協
議
会
は
、
検
討
会
の
報
告
書
を
踏
ま

え
て
十
日
町
病
院
と
松
代
病
院
の
医
療

提
供
体
制
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
十

日
町
病
院
、
松
代
病
院
の
「
基
本
構
想

（
案
）」
を
策
定
す
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
10
月
中
に
第
１
回
の

検
討
会
を
行
う
予
定
で
す
。
検
討
会
や
県

と
の
協
議
の
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
医
療
体
制
の
構
築
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ

健
康
支
援
課
十
日
町
病
院
建

設
推
進
室
　
1
７
５
７
―
３
１
８
７

十日町病院・松代病院について

県との協議が始まりました

意見を述べる田口市長。左手前から２人目が牧野病院局長

生まれ変わりました

川西支所庁舎
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

と
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で
、
各
旅
館
で
は
宿

泊
客
を
誘
導
す
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、

柳
一
成
松
之
山
温
泉
組
合
長
に
避
難
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
救
出
救

護
訓
練
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
講

習
も
行
わ
れ
、
旅
館
の
女
将
や
従
業
員
な

ど
が
消
防
署
職
員
の
指
導
の
も
と
、
人
工

呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
に
火
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
「
火
お
こ
し
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け

ら
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
汗
ビ
ッ

シ
ョ
リ
に
な
り
な
が
ら
道
具
を
使
っ
て
火

お
こ
し
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
出

火
を
想
定
し
た
火
災
通
報
訓
練
と
放
水
訓

練
を
実
施
。
放
水
訓
練
で
は
、
地
元
消
防

団
に
よ
る
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ

れ
、
団
員
の
き
び
き
び
と
し
た
動
作
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
柳
温

泉
組
合
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
総
合
訓
練

を
実
施
し
、
安
全
と
安
心
の
松
之
山
温
泉

を
め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

８
月
28
日
c
、
松
之
山
温
泉
街
で
湯
本

合
同
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
松

之
山
温
泉
組
合
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に

総
合
訓
練
を
実
施
し
て
い
て
、
今
年
で
４

回
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
温
泉
旅
館
関
係
者
や
住
民
、

消
防
団
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
午

前
10
時
30
分
、「
松
之
山
地
内
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
直
下
型
地

震
が
発
生
」
と
い
う
想
定
で
訓
練
開
始
。

「
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
」
の
放
送

川
西
地
域
協
議
会
で
は
、
川
西
地
域
振

興
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
８
月
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
「
川
西
地
域
の
こ
れ
か

ら
の
く
ら
し
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
た
各
地
区
や
各
種
団
体
、

地
域
協
議
会
委
員
、支
所
職
員
が
参
加
し
、

「
地
区
」「
福
祉
」「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地

域
活
動
」「
産
業
関
連
」
な
ど
テ
ー
マ
別
に

合
計
４
回
行
わ
れ
、
聞

き
取
り
調
査
の
ま
と
め

報
告
と
、
そ
れ
ら
を
基

に
さ
ら
に
意
見
を
出
し

合
い
、
各
地
区
や
各
種

団
体
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
協

議
を
し
ま
し
た
。
暮
ら

し
や
活
動
の
状
況
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
中
で
、

「
日
常
の
暮
ら
し
や
活

動
の
た
め
の
交
通
手
段

が
不
自
由
だ
」「
自
分
た

ち
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
だ
」
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
中
旬
に
は
、
川
西
地
域
の
住
民
で

あ
れ
ば
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
課
題
を
さ
ら
に
具

体
的
に
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課

題
を
川
西
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
共
有

し
て
い
き
ま
す
。
開
催
日
に
つ
い
て
は
、

今
後
川
西
地
域
協
議
会
で

発
行
す
る
「
こ
れ
か
ら
の

く
ら
し
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
便
り
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

川
西
地
域
振
興
計
画
に

つ
い
て
の
意
見
・
質
問
は
、

川
西
支
所
地
域
振
興
課
自

治
振
興
係
（
1
７
６
８
｜

４
９
５
１
）
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

安
心
･
安
全
の
松
之
山
温
泉
を
め
ざ
し

松
之
山
温
泉
街
で
総
合
訓
練
実
施

「
川
西
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
始
ま
る

８
月
４
日
g
・
５
日
a
に
小
脇
集
落
の

小
学
校
跡
地
で
「
瀬
替
の
里
小
脇
・
夏
の

学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
家
を
は

じ
め
、
学
生
や
こ
へ
び
隊
、

親
子
連
れ
、
地
元
の
人
な

ど
２
日
間
で
約
60
人
が
参

加
し
、
昨
年
の
大
地
の
芸

術
祭
で
小
脇
集
落
に
設
置

さ
れ
た
作
品
「
再
生
・
海

そ
し
て
川
か
ら
」
で
使
用

さ
れ
た
流
木
を
再
利
用
し

て
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
流
木
を
生
か
し
て
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、

一
輪
挿
し
、
家
な
ど
を
制
作
。
完
成
後
に

は
発
表
会
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
や
苦
労
し
た

点
な
ど
、
照
れ
な
が
ら
も
う
れ
し
そ
う
に

自
分
の
作
品
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
会
で
は
、
参
加
者

と
地
元
の
人
と
の
交
流
会

が
行
わ
れ
、
巨
大
な
鉄
板

で
作
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の

家
庭
料
理「
パ
エ
リ
ア
」や

地
元
の
女
性
た
ち
が
作
っ

た
鯨
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。「
暑
い
日
に
野
外
で

食
べ
る
料
理
は
格
別
」
と

皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

大
地
の
祭
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

瀬
替
の
里
小
脇
・
夏
の
学
校

８
月
23
日
e
、「
理
数
大
好
き
モ
デ
ル
地

域
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
松
之
山
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
教
員
里
山
学
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
理
科
や
算
数
へ
の
好
奇
心
や
探
究

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
松
之
山
・

松
代
地
域
の
全
小
中
学
校
・
公
民
館
・
森

の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
・
農
舞
台
な
ど
が
一
丸

と
な
っ
て
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の

日
は
、
小
中
学
校
の
教
職
員
な
ど
60
人
が

参
加
。
キ
ョ
ロ
ロ
学
芸
員
な
ど
の
研
究
成

果
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
２
学
期
以
降
の
具

体
的
な
連
携
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

主
催
し
た
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
の
職
員

は
、「
こ
の
事
業
を
通
じ
て
学
校
同
士
や
学

校
と
地
域
と
の
絆
を
深
め
た
い
。
ま
た
、

地
域
の
人
材
・
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
、

地
域
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
生
み
出
し
、

根
付
か
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

特色ある地域の教育ネットワーク

「教員里山学会」開催
盛大に浦田地区芸能祭
８月26日a、浦田小学校体育館で第21回浦田

地区芸能祭が開催されました。地域をあげて芸能

を楽しもうと始まった祭りは、歌あり、踊りあり、

寸劇ありと今年も芸達者が勢揃い。仮装した女性

たちの華やかな踊りや小・中学生の力強い太鼓演

奏、小学生の助さんと格さんをお供に黄門様が登

場する劇など、会場を沸かせました。「みんなで唄

おう」では、観客も参加して“ふるさと”や“松

之山町民歌”を大合唱。竹内清司実行委員長（湯

之島・70歳）は、「早くから練習し、みんなが頑

張りました。多くの人が楽しみにしているので、

これからも開催していきたい」と話していました。

舞台で繰り広

げられる熱演

や熱唱に、観

客からは最後

まで大きな拍

手が送られて

いました。

毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり毎年恒例！川西秋まつり

９月２日A

千手神社秋季大
祭　大福まき大

会

９月２日A 小白倉もみじ引き
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何にでも興味津々のふうちゃんにとって、お家の
中のもの全てがふうちゃんのおもちゃです。パワフ
ルな蓮太お兄ちゃんに日々鍛えられているふうちゃ
ん。大好物はおばあちゃんが作るミニトマトです。

むらやま　ふうたちゃん　
平成18年6月14日生まれ　
妻有町西1・2

村山　楓太
ちゃん

吉楽 未乃梨
ちゃん

３人兄妹の末っ子でお魚料理が大好物のみのちゃ
んは、テレビの「いないいないばあ」と絵本を見る
のが大好きです。“早く大きくなってたくみお兄ちゃ
ん、あかりお姉ちゃんといっしょに遊びたいな”

きら　みのりちゃん　
平成17年10月7日生まれ　
田中

日
ご
ろ
か
ら
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
て
体
力
や
筋
力
が
高
い
人
は
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
率
が
低
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
粗
し

ょ
う
症
や
骨
折
の
予
防
の
た
め
に
も
、

運
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

〈
運
動
を
実
践
す
る
た
め
の

取
り
組
み
〉

市
民
一
人
ひ
と
り
が
運
動
を
実
践

で
き
る
よ
う
、
次
の
取
り
組
み
を
勧

め
て
い
ま
す
。

27

問合せ
健康支援課成人保健係
TEL757-3719（内線125）

VOL.31

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

池田　隼哉 さん

1983年生

㈱サンウッド新潟勤務

１日１日が勉強です！

先月の丸山千尋さんからバトンタッチ。

27

人
間
味
あ
ふ
れ
る
社
長
の
人
柄
に
ひ
か
れ
て
今
の

会
社
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
学
の
教
授
が

言
っ
て
い
た
「
就
職
し
た
ら
、
始
め
に
人
間
相
手
で

一
番
苦
労
す
る
営
業
を
経
験
し
な
さ
い
。
そ
の
苦
労

は
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
教
訓
に
、

今
は
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
楽
し
い
で

す
。
学
生
気
分
が
抜
け
な
く
て
、
お
客
さ
ん
に
対
し

て
の
言
葉
遣
い
な
ど
で
よ
く
注
意
さ
れ
ま
す
が
、
職

場
の
人
た
ち
は
優
し
く
て
温
か
い
。
そ
れ
に
常
識
や

作
法
で
学
ぶ
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
社
会
人
と
し
て
自

分
も
成
長
し
な
き
ゃ
っ
て
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

目
標
は
、
行
政
書
士
と
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
資

格
を
取
る
こ
と
と
、
人
に
頼
ら
ず
に
自
分
の
満
足
い

く
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
す
。

十
日
町
は
の
ん
び
り
し
て
い
て
好
き
で
す
ね
。
温

泉
が
好
き
な
の
で
近
く
の
温
泉
に
は
よ
く
行
き
ま
す
。

中
学
校
の
と
き
か
ら
続
け
て
い
る
大
好
き
な
バ
ス
ケ

ッ
ト
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
、
な

ん
て
最
高
で
す
よ
！

日
常
生
活
の
中
で
の
運
動
量
は
、

機
械
化
・
省
力
化
な
ど
に
よ
っ
て
急

（
現
状
値
27
％→

目
標
値
23
年
度
35
％)

〈
重
点
目
標
〉

１
週
間
に
２
回
、
30
分
以
上
運
動
す

る
人
の
割
合
を
高
め
る

「
身
体
活
動
・
運
動
」

シ
リ
ー
ズ
⑤

○
１
週
間
に
２
回
、
30
分
以
上
の
運

動
を
し
ま
し
ょ
う

○
こ
ま
め
に
歩
き
ま
し
ょ
う

○
日
常
の
動
作
も
「
運
動
に
な
る
」

と
意
識
し
て
、
か
ら
だ
を
動
か
し

ま
し
ょ
う

○
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
見
つ
け
、

長
く
続
け
ま
し
ょ
う

○
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
行
事
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
し
ま

し
ょ
う

〈
安
全
に
運
動
を
す
る
た
め
に
〉

運
動
を
行
う
時
は
、
服
装
や
そ
の

日
の
体
調
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
持
病
が
あ
る
人
は
、
運
動
を
す

る
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

激
に
減
少
し
、
運
動
不
足
の
人
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
が
平
成
18
年
度
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
運
動

習
慣
を
持
つ
人
の
割
合
は
27
％
と
低

く
、
市
民
の
約
４
分
の
３
の
人
が
運

動
習
慣
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
市
で
は
、
次
の
目
標
を
掲
げ
て
、

皆
さ
ん
が
運
動
を
習
慣
化
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
提
案
内
容
の
概
要
は
今
後
協
議
す

る
中
で
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
市
内
に
は
、
携
帯
電
話
の
電
波
が
１

波
も
受
信
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
不
感
地

域
」
が
31
集
落
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
事
業

者
は
電
波
鉄
塔
建
設
に
多
額
の
投
資
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、
利
用
者
の
少
な

い
地
域
で
は
多
額
の
光
ケ
ー
ブ
ル
使
用
料
を

料
金
収
入
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

理
由
か
ら
、
な
か
な
か
整
備
が
進
ま
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
か
ら
市
内
携
帯
電
話
電
波

受
信
状
況
調
査
を
年
数
回
実
施
し
、
不
感
地

域
や
電
波
の
受
信
改
善
状
況
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

「
ま
ち
づ
く
り
」→

「
高
速
情
報
通
信
」→

「
携
帯
電
話
受
信
状
況

の
市
単
独
調
査
結
果
」）

◆
実
施
方
法

不
感
地
域
の
解
消
は
、
携
帯
電
話
事
業
者

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
ら
わ
な
い
と
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
市
が
敷
設
し
た
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
今
回
の
事
業
で
整
備
す
る
光

ケ
ー
ブ
ル
の
余
剰
線
を
携
帯
電
話
事
業
者
に

安
価
で
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
不
感
地
域

を
で
き
る
だ
け
解
消
す
る
よ
う
携
帯
電
話
事

業
者
に
要
望
し
ま
す
。
こ
の
手
法
に
つ
い
て

は
、
既
に
全
国
各
地
で
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
鉄
塔
建
設
に
つ
い
て
も
、
国
の
補

助
金
・
交
付
金
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
な

が
ら
携
帯
事
業
者
の
参
入
を
促
し
ま
す
。

◆
そ
の
ほ
か
の
手
法
に
つ
い
て

携
帯
電
話
事
業
者
へ
は
１
０
０
％
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
促
し
ま
す
が
、
数
世
帯
し
か
な

い
集
落
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
携
帯
電

話
の
電
波
が
受
信
で
き
な
い
世
帯
へ
は
、
固

定
電
話
の
子
機
と
し
て
電
話
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
Ｆ
Ｍ
Ｃ
や
半
径
10
ｍ
程
度
と
限
ら
れ

た
建
物
内
な
ど
で
受
信
可
能
と
な
る
フ
ェ
ム

ト
セ
ル
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
近
々
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
手
法
も

含
め
て
受
信
を
可
能
に
し
ま
す
。

※
提
案
事
業
者
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
今

回
で
終
わ
り
ま
す
。

連
携
事
業
者
の
提
案
内
容
（
５
）

※
次
回
は
地
域
情
報
化
推
進
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

携
帯
電
話
不
感
地
域
の

解
消
に
つ
い
て
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十
日
町
市
と
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
で

は
、
今
年
も
広
島
市
派
遣
団
と
し
て
、
８
月
５
日
a

か
ら
７
日
c
ま
で
、
羽
鳥
輝
子
団
長
ほ
か
南
中
学

校
・
川
西
中
学
校
の
生
徒
10
人
を
含
む
16
人
を
広
島

市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
６
日
b
に
は
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
・
平
和
祈
念
式
に
参
列
し
、

広
島
市
や
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病

院
な
ど
に
義
援
金
を
届
け
ま
し

た
。
ま
た
、
長
崎
市
に
も
８
月
８

日
d
か
ら
３
日
間
、
松
代
中
学
校

の
生
徒
２
人
を
含
め
６
人
を
派
遣

し
ま
し
た
。参
加
者
の
感
想
文
は
、

会
報「
十
日
町
市
原
水
協
」に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第４回きものの街のキルト展

2009年 十日町市で全国棚田サミット開催決定

今
年
も
広
島
、
長
崎
へ

在
来
植
物
を
守
ろ
う
！

tokamachi topics

８月17日f、市役所で各種全国大会の出場選手報告及び

激励壮行会が行われました（敬称略）

●第34回全日本中学校陸上競技選手権大会（８月20日b～

23日e宮城県利府町）：大熊耀平（吉田中）、相馬由佳

（川西中）、佐藤里奈（中条中）

●第75回日本高等学校選手権水泳競技大会（８月17日f～

20日b佐賀県佐賀市）：樋口久美香

（長岡大手高　下条中出身）

この大会で、相馬由佳さんが走り高跳

びで見事５位入賞を果たしました。相馬

さんは、「予選で落ちると思っていたの

で、入賞できてうれしいです」と話して

いました。
９
月
１
日
g
、
ク
ロ
ス
10
で
約
３
０
０
人
が

参
加
し
て
第
６
回
十
日
町
地
域
糖
尿
病
予
防
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
に
よ

る
健
康
劇
「
エ
ク
サ
の
品
格
」
や
日
常
な
が
ら

運
動
推
進
協
会
代
表
の
長
野
茂
氏
に
よ
る
特
別

講
演
「
日
常
な
が
ら
運
動
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
！
」
、
十
日
町
地

域
の
運
動
指
導
士
ほ
か
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
、
楽
し
く
健
康

や
運
動
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

全国大会出場＆入賞！

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
も
品
格
が
…

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

8月24日f・25日gの2日間、栃木県茂木町で「第13回全国棚田

『千枚田』サミット」が開催され、田口直人市長及び松代・松之山地

域の農家など25人が参加しました。棚田サミットは、棚田の役割を

見直し保全することで、環境や国土の保護と農村文化を考えていこう

というもので、平成７年に第1回サミットが開催されました。今回の

サミットでは、農林水産副大臣及び栃木県知事、自治体関係者や農家

など約1,000人が参加し、それぞれの棚田保全の取り組み事例や現地

視察などが行われました。また、今回行われた協議会総会で、平成

21年に同サミットが十日町市で開催されることが正式に決定し、今

後市内での受入れ体制が整えられていきます。

やきもの展 ～縄文から妻有まで～

博物館では、８月25日gから夏季特別展「十日町市のやきもの～

縄文時代草創期、火焔型土器、そして妻有焼へ～」（博物館友の会・

信濃川火焔街道連携協議会共催）を開催しています。館内の特設会場

には、笹山遺跡出土の火焔型土器群や、旧中里村久保寺南・干溝遺跡

に代表される縄文時代草創期の土器群など約140点を展示。１階ホー

ルには、作家吉田明氏によって誕生した「妻有焼」の作品42点も展

示されています。また、関連イベントとして、９月１日gに原田昌幸

氏（文化庁文化財調査官）を招いての記念講演会が行なわれたほか、

15日gには吉田明氏による七輪陶芸のワークショップも開催されま

す。特別展は、９月24日bまで行われてます。

９
月
１
日
g
、
水
辺
の
楽
校
つ
ま
り
っ
子
広

場
で
、
特
定
外
来
植
物
「
ア
レ
チ
ウ
リ
」
の
駆

除
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広
場
に

生
息
す
る
草
花
や
小
低
木
を
覆
い
生
育
を
妨
げ

る
ア
レ
チ
ウ
リ
か
ら
在
来
植
物
を
守
る
た
め

に
、
水
辺
の
楽
校
活
用
協
議
会
主
催
に
よ
り
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
早
朝
６
時
30
分
か
ら
開
始
さ
れ
た
作

業
に
は
、
十
日
町
信
濃
川
愛
護
組
合
等
連
合
会

な
ど
９
団
体
か
ら
53
人
が
参
加
。
大
き
く
成
長

し
木
々
の
幹
や
枝
ま
で
繁
茂
し
た
ア
レ
チ
ウ
リ

を
、
約
１
時
間
か
け
て
駆
除
し
ま
し
た
。

街のあちらこちらにキルトサークルの作品が展示されま

す。キルトで飾られた街並みをゆっくり鑑賞してみませんか。

◆キルトサークル作品展示（約90か所）

●会場：中心市街地商店街（本町通り、駅通り、コモ通り

ほか） ●入場料：無料

◆'07きものの街のキルトコンテスト作品展示

●会場：キナーレ多目的ホール ●入場料：無料

◆特設展：原田泰治の世界をキルトで遊ぶ作品展

９月16日aは画家原田泰治氏が来館します。

●期日：９月16日a～10月16日c ●会場：キナーレき

もの歴史館 ●入場料：大人500円、中学生100円、小学

生以下無料

◆問合せ：「きものの街のキルト展」実行委員会事務局

（十日町観光協会内1757-3345）

９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A９月16日A～30日A
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
月

21
日
f
〜
30
日
a
）
に
合
わ
せ
て
、

市
は
交
通
安
全
都
市
宣
言
を
し
、
市

内
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
９

月
22
日
g
午
前
10
時
〜
●
経
路
＝
キ

ナ
ー
レ
〜
本
町
通
り
〜
駅
通
り
●
問

合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室
生

活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

公
民
館
の
青
級
ホ
ー
ム
で
勉
強
し

て
い
る
こ
と
を
小
学
生
に
楽
し
く
指

導
し
ま
す
。●
日
時
＝
９
月
23
日（
秋

分
の
日
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
●

会
場
＝
中
央
公
民
館
●
内
容
＝
①
パ

ソ
コ
ン
②
ミ
ニ
ド
ラ
マ
③
や
き
も
の

の
中
か
ら
１
つ
選
択
●
対
象
＝
①
②

４
年
生
以
上
③
３
年
生
以
上
●
参
加

費
＝
①
５
０
０
円
②
１
０
０
円
③
３

０
０
円
●
定
員
＝
①
15
人
②
10
人
③

30
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
19

日
d
ま
で
に
中
央
公
民
館
（
1
７
５

７
│
５
０
１
１
）

●
日
時
＝
10
月
３
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
千
年
の
森

ホ
ー
ル
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝

講
演
「
認
知
症
（
ボ
ケ
）
は
防
げ
る
・

治
せ
る
｜
ボ
ケ
な
い
地
域
づ
く
り
の

実
現
｜
」
高
槻
絹
子
氏
（
エ
イ
ジ
ン

グ
ラ
イ
フ
研
究
所
副
所
長
）
●
問
合

せ
＝
川
西
支
所
健
康
福
祉
課
（
1
７

６
８
│
４
９
５
７
）

妻
有
郷
か
ら
三
国
峠
越
え
の
街
道

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
イ
モ
掘
り
、

ざ
る
そ
ば
、
山
賊
汁
付
き
。
●
日
時

＝
10
月
７
日
a
午
前
９
時
出
発
（
受

付
８
時
30
分
〜
）
※
小
雨
決
行
●
コ

ー
ス
＝
市
役
所
前
〜
六
箇
〜
栃
窪
峠

（
約
18
㎞
）※
帰
り
は
バ
ス
●
参
加
費

＝
大
人
１
、
８
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
、
０
０
０
円
※
当
日
徴
収
●
定

員
＝
２
０
０
人
●
申
込
み
＝
９
月
30

日
a
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
1
７
５

２
│
４
３
７
７
）
ま
た
は
各
公
民
館

●
問
合
せ
＝
六
箇
体
育
協
会
事
務

局
・
小
杉
（
1
７
５
７
│
０
５
５
７
）

●
日
時
＝
９
月
16
日
a
午
後
２
時
〜

●
会
場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●
入
場

料
＝
大
人
１
、
０
０
０
円
（
当
日
１
、

５
０
０
円
）、高
校
生
以
下
無
料
●
出

演
＝
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
イ

レ
ン
、
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
オ
カ
リ

ナ
）
●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
＝
中
央
公
民

館
、
川
西
公
民
館
、
市
内
楽
器
店
●

問
合
せ
＝
千
年
の
森
楽
友
協
会
・
高

橋
（
1
７
６
８
│
４
８
１
７
）

手
作
り
竹
楽
器
と
声
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。
●
日
時
＝
９
月
24
日
b
午

後
３
時
〜
（
開
場
２
時
30
分
）
●
会

場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝

大
人
３
、
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下

５
０
０
円
●
曲
目
＝
「
コ
ン
ド
ル
は

飛
ん
で
行
く
」「
テ
ル
ー
の
唄
」
ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
＝
イ
ト
ー
楽
器
●

問
合
せ
＝
イ
ト
ー
楽
器
（
1
７
５
７

│
６
３
０
７
）

基
本
か
ら
商
工
会
議
所
簿
記
検
定

３
級
程
度
の
実
力
を
養
成
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
１
日
b
〜
11
月
12
日

b
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
18
回
）
●

会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
受
講

料
＝
８
、
２
０
０
円
※
会
議
所
会
員

７
、
２
０
０
円
●
定
員
＝
先
着
30
人

●
講
師
＝
樋
口
紘
一
氏
（
川
西
高
校

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
●

そ
の
他
＝
受
講
後
に
修
了
証
授
与
、

日
商
簿
記
検
定
試
験
は
11
月
18
日
a

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
14
日
f

ま
で
に
、
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配

置
）
に
受
講
料
を
添
え
て
十
日
町
商

工
会
議
所
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
９
月
22
日
g
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
中
条

病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
き
た
は

ら
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
」（
須

賀
良
一
病
院
長
）、
中
条
小
・
中
学
校

児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
奏
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
ほ
か
●
問
合
せ
＝
中
条
病
院

（
1
７
５
７
│
３
０
１
８
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
潟
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
B
B
が
富
山
グ
ラ
ウ
ジ
ー

ズ
を
迎
え
て
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
７
日

a
午
後
２
時
〜
●
会
場
＝
総
合
体
育

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

館
●
入
場
料
＝
高
校
生
以
上
２
、
０

０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
、
０
０
０

円
※
当
日
各
５
０
０
円
増
し
●
入
場

券
取
扱
い
＝
総
合
体
育
館
、
市
内
ス

ポ
ー
ツ
店
ほ
か
●
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
＝
午
前
９
時
10
分
か
ら
市
内

小
・
中
学
生
に
よ
り
実
施
●
問
合
せ

＝
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務

局
・
藤
巻
（
上
下
水
道
局
内
1
７
５

７
│
３
１
１
５
）

Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
第
28
節

対
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
（
自
由

席
）
に
ご
招
待
し
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
６
日
g
午
後
３
時
試
合
開
始
●

会
場
＝
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
●
応
募
条
件
＝
市
内
在
住

者
●
募
集
人
数
＝
５
０
０
人
●
応
募

方
法
＝
往
復
は
が
き
に
①
10
月
６
日

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
②
住
所
③

氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）
⑥
後

援
会
資
料
請
求
有
無
を
記
載
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
９
月
25
日
c
ま
で

（
必
着
）に
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後

援
会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
〒

９
５
０
│
０
９
５
４
新
潟
市
中
央
区

美
咲
町
２
│
１
│
１
０
1
０
２
５
│

２
８
２
│
０
０
１
１
）

●
日
時
＝
10
月
６
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
県
農
業
大
学
校

研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
）
●
対
象

＝
小
学
生
以
下
の
児
童
を
持
つ
保
護

者
及
び
指
導
者
●
参
加
費
＝
３
０
０

円
●
定
員
＝
30
人
●
内
容
＝
収
穫
体

験
、
調
理
体
験
ほ
か
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
９
月
21
日
f
ま
で
に
農
林
課

農
業
企
画
係
（
内
線
２
４
６
）

よ
さ
こ
い
と
松
代
の
そ
ば
を
た
ん

能
す
る
祭
り
で
す
。
当
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
14
日
a
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
●
会
場
＝
ま
つ
だ
い
駅
・

松
代
本
町
通
り
●
資
格
＝
高
校
生
以

上
の
健
康
な
人
●
内
容
＝
①
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
の
受
付
②
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
の
招
集
・
誘
導
③
給
水
所
の
運
営

④
会
場
・
駐
車
場
の
整
理
※
休
憩
・

昼
食
有
り
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９

月
21
日
f
ま
で
に
松
代
公
民
館
1
５

９
７
│
２
３
０
１
）

20
年
４
月
１
日
以
降
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人

数
＝
専
門
看
護
師
２
人
●
受
験
資
格

＝
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
専
門
看
護
師
と
し
て
認

定
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は
22
年

３
月
31
日
ま
で
に
認
定
登
録
見
込
み

の
人
※
認
定
登
録
見
込
み
の
人
は
要

件
有
り
●
募
集
締
切
＝
９
月
21
日
f

（
当
日
消
印
有
効
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
受
験
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配

置
）
な
ど
を
県
病
院
局
総
務
課
職
員

係
（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
５
５

４
）20

年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人
数
＝

支
援
員
２
人
●
受
験
資
格
＝
昭
和
52

年
４
月
１
日
〜
昭
和
63
年
３
月
31
日

の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉

主
事
任
用
資
格
ま
た
は
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
有
し
、
十
日
町
市
か
津
南

町
在
住
ま
た
は
居
住
予
定
で
通
勤
可

能
な
人
※
来
春
資
格
取
得
見
込
み
含

む
。
要
自
動
車
普
通
免
許
●
勤
務
場

所
＝
　
妻
有
福
祉
会
の
老
人
福
祉
施

設
●
１
次
試
験（
一
般
教
養
試
験
）＝

10
月
28
日
a
●
２
次
試
験
（
面
接
）

＝
11
月
25
日
a
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
10
月
21
日
a
ま
で
（
20
日
g
消
印

有
効
）
に
、
申
込
書
類
（
問
合
せ
先

に
配
置
）
を
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有

荘
（
〒
９
４
９
│
８
５
２
５
十
日
町

市
幸
町
1
７
５
８
│
２
０
５
０
）

ア
ク
セ
ス
中
級
コ
ー
ス
で
す
。
デ

ー
タ
加
工
や
印
刷
フ
ォ
ー
ム
を
作
成

し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
13
日
g
・

20
日
g
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
●
会

場
＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
●

受
講
料
＝
２
、
４
０
０
円
※
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
●
定
員
＝
20
人
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
27
日
e
ま

で
に
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

中
条
病
院
祭

認
知
症
予
防
講
演
会

あ
て
ま
森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

あ
て
ま
森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

森の中の遊びや生き物のお話、バームクーヘンづく

り、オカリナ演奏で楽しみましょう。

日　時 ９月23日（秋分の日）午後１時～４時

会　場 ベルナティオ「ふれあい広場」

※雨天時：フォーラムセンター

参加費 無　料

講　師 平野　篤さん（東京電力）ほか

演　奏 五十嵐正子さん（オカリナ）ほか

曲　目 「ビリーブ」「さんぽ」ほか

その他 当日参加可。ただし、団体の場合９月21日f

までに申し込みください。

問合せ 観光交流課1757－3100

交
通
安
全
都
市
宣
言

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

青
級
ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平成19年度　秋季消防演習（地区及び方面隊日程表）

水沢地区
第12分団・第13分団
第14分団

９月16日a

午前８時～

中里方面隊
９月９日a

午前８時～

川西方面隊
10月７日a

午後１時～

十日町地区
本部分団・第１分団
第２分団・第３分団
第４分団・第８分団

10月21日a

午後１時～

吉田地区
第９分団・第10分団

10月21日a

午後１時～

中条地区
第５分団・第６分団
第７分団

問合せ　十日町地域消防本部　1 7 5 7 － 0 1 1 9

10月21日a

午後１時～

場　　　所日　時地区名（分団名）

水沢小学校

中里中学校

千手小学校

つまりっこ広場

吉田中学校

東小学校

竹ち

鼓こ

舌た
ん

ラ
イ
ブ
２
０
０
７

妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

県
職
員
募
集

妻
有
街
道
歩
け
歩
け
大
会

松代方面隊
10月21日a

午後１時～
松代総合グラウンド

下条地区
第11分団

９月９日a

午後１時～
下条小学校

夜
間
簿
記
講
習
会

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

食
育
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

参
加
者
募
集

第
２
回
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
B
B

プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

十
日
町
大
会

十日町市出身のピアニスト・森田佳子さん

と、夫でクラリネット奏者・森田利明さんの

夢の共演コンサートを開催します。

●日　時＝９月21日f午後２時15分開演

●会　場＝西小学校体育館

●入場料＝無料（一般公開）

●問合せ＝西小学校後援会（1757-9640）

「西小 教育の日」制定特別記念

夢のスペシャルコンサート
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

（福）

（福）
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（
1
０
２
５
│
５
４
５
│
２
１
９
０
）

●
日
時
＝
９
月
16
日
a
午
前
８
時
30

分
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
第
２
駐
車
場

集
合
〜
午
後
２
時
※
小
雨
決
行
●
持

ち
物
＝
ス
コ
ッ
プ
・
と
う
ぐ
わ
・
草

刈
道
具
・
軍
手
・
雨
具
・
昼
食
・
飲

み
物
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ふ
る
さ

と
の
清
津
川
を
守
る
会
事
務
局
（
1

７
６
３
│
３
７
６
１
）

会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
期

日
＝
９
月
30
日
a
●
参
加
費
＝
２
、

０
０
０
円
●
定
員
＝
先
着
20
人
●
説

明
会
＝
９
月
28
日
f
中
央
公
民
館
●

申
込
み
＝
９
月
12
日
d
〜
中
央
公
民

館
●
会
員
申
込
み
・
問
合
せ
＝
渡
辺

※
午
後
８
時
以
降
受
付
（
1
７
５
７

│
５
６
４
１
）

●
募
集
作
品
＝
県
内
産
き
の
こ
を
使

い
、
お
い
し
く
、
料
理
が
し
や
す
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も
の
※
分

量
・
経
費
は
４
人
分
で
２
、
０
０
０

円
以
内
●
審
査
＝
①
書
類
審
査
②
書

類
審
査
で
選
抜
さ
れ
た
８
人
に
よ
る

実
演
審
査
●
表
彰
＝
最
優
秀
賞
１
点

（
全
国
大
会
推
薦
）、
優
秀
賞
・
ア
イ

デ
ア
賞
各
２
点
※
賞
品
は
県
産
き
の

こ
セ
ッ
ト
な
ど
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
９
月
28
日
f
ま
で
（
必
着
）
に
、
提

案
書
と
完
成
品
の
写
真
を
県
き
の
こ

消
費
拡
大
推
進
協
議
会
事
務
局
（
〒

９
５
０
│
１
１
９
３
新
潟
市
西
区
山

田
２
３
１
０
│
15
Ｊ
Ａ
全
農
に
い
が

た
園
芸
部
青
果
販
売
課
内
1
０
２
５

│
２
３
２
│
１
５
８
０
）

「
年
金
時
効
特
例
法
」
の
成
立
に

よ
り
、
時
効
消
滅
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
分
の
年
金
も
全
期

間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
い
ま
す
。
●

対
象
・
必
要
な
手
続
き
＝
①
既
に
年

金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
人
‥
必

要
事
項
を
記
入
し
た
用
紙
を
提
出

（
用
紙
は
順
次
発
送
）
②
今
後
、
年

金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
人
‥
記
録
の

訂
正
手
続
き
以
外
に
特
別
な
手
続
き

は
あ
り
ま
せ
ん
●
問
合
せ
＝
六
日
町

社
会
保
険
事
務
局
（
1
０
２
５
│
７

７
０
│
２
２
１
１
）

●
川
西
診
療
所
＝
９
月
25
日
c
・
26

日
d
・
27
日
e
午
前
休
診
、
28
日
f

終
日
休
診

●
倉
俣
診
療
所
＝
９
月
26
日
d
午
後

休
診

●
松
之
山
診
療
所
＝
９
月
25
日
c
・

27
日
e
午
後
休
診

市
で
は
現
在
、
秋
の
農
作
業
安
全

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
こ

の
時
期
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
に
よ

る
事
故
や
田
畑
へ
の
行
き
帰
り
途
中

で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
常

に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
作
業
と
運
転
を

心
が
け
、
路
肩
や
ほ
場
の
段
差
に
十

分
注
意
を
し
て
転
倒
事
故
な
ど
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
作
業
に
出

か
け
る
と
き
に
は
、
家
族
や
周
囲
の

人
に
行
き
先
を
伝
え
、
１
人
で
の
作

業
は
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業
企
画
係

（
内
線
２
４
６
）

不
用
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
）
・
冷
蔵
（
凍
）
庫
・
エ
ア

コ
ン
・
洗
濯
機
の
家
電
４
品
目
及
び

パ
ソ
コ
ン
は
、
資
源
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
法
律
で
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で

分
解
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
部

品
の
一
部
で
も
収
集
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
製
品
の
処

分
は
取
扱
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
1
７
５

２
│
３
９
２
４
）

県
で
は
、
生
活
資
金
や
運
転
資
金
、

設
備
資
金
、
つ
な
ぎ
資
金
を
低
利
で

融
資
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
は
新
潟

県
労
働
金
庫
本
店
・
支
店
の
窓
口
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
対
象
＝
中

小
企
業
に
勤
め
て
い
る
人
、
県
内
で

若
年
者
の
雇
用
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
●
問
合
せ
＝
県
産
業
労
働
観
光

部
労
政
雇
用
課
労
働
福
祉
・
雇
用
均

等
係
（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
２

６
０
）
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
金
庫

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月

間
で
す
。
９
月
10
日
b
〜
16
日
a
は

全
国
の
自
殺
予
防
週
間
で
も
あ
り
ま

す
。
市
や
保
健
所
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
や
通
常
の
健
康
相
談
で

本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。「
身
近
で
悩
ん
で

い
る
人
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
●
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成

人
保
健
係
（
内
線
１
２
６
）

10
月
１
日
か
ら
、
雇
用
保
険
法
が

大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
雇
用
保
険

の
受
給
資
格
要
件
の
一
本
化
②
育
児

休
業
給
付
率
の
引
き
上
げ
③
教
育
訓

練
給
付
の
要
件
・
内
容
の
変
更
④
特

例
一
時
金
の
支
給
日
数
の
見
直
し

▼
雇
用
保
険
法
改
正
に
伴
う
説
明
会

●
日
時
・
会
場
＝
①
９
月
18
日
c
午

前
10
時
30
分
〜
松
代
町
商
工
会
・
午

後
２
時
〜
川
西
商
工
会
②
９
月
19
日

d
午
前
10
時
〜
津
南
町
役
場
③
９
月

21
日
f
午
前
10
時
〜
十
日
町
商
工
会

議
所
●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十

日
町
（
1
７
５
７
│
２
４
０
７
）

10
月
１
日
か
ら
、
十
日
町
郵
便
局

は
民
営
化
に
よ
り
次
の
２
つ
の
会
社

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
郵
便
・

貯
金
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
引
き
続
き

同
じ
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。
▼
郵

便
局
㈱
十
日
町
郵
便
局
‥
貯
金
サ
ー

ビ
ス
の
取
扱
い
（
1
７
５
２
│
２
３

９
２
）
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い

（
1
７
５
７
│
８
８
７
２
）・
郵
便
窓

口
サ
ー
ビ
ス
（
ど
ち
ら
の
電
話
番
号

で
も
受
け
付
け
ま
す
）
▼
郵
便
事
業

㈱
十
日
町
支
店
‥
集
荷
・
配
達
・
再

配
達
の
取
扱
い
（
郵
便
番
号
が
９
４

８
│
０
０
×
×
・
９
４
９
│
８
６
×

×
の
地
域
1
７
５
２
│
２
３
０
０
、

そ
の
ほ
か
の
地
域
1
７
５
２
│
２
２

３
１
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
郵
便
局

総
務
課
（
1
７
５
２
│
２
３
９
１
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被

害
者
へ
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
貸

付
（
無
利
子
）‥
自
動
車
事
故
で
保
護

者
が
死
亡
あ
る
い
は
重
度
の
後
遺
障

害
に
な
っ
た
家
庭
に
は
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も
の
育
成
資
金
を
無

利
子
で
貸
付
し
て
い
ま
す
。
▼
重
度

後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
‥
自

動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の
後
遺
障
害

を
持
ち
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護

が
必
要
な
人
に
介
護
料
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
独
立
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構
（
1
０
２
５
│

２
８
３
│
１
１
４
１
）

資
力
の
乏
し
い
人
の
た
め
の
無
料

法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
※
予
約
制

●
日
時
＝
10
月
２
日
c
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
●
会
場
＝
新
潟
・
三

条
・
新
発
田
・
村
上
・
長
岡
・
高
田
・

佐
渡
の
各
地
区
の
協
力
弁
護
士
・
司

法
書
士
事
務
所
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
９
月
27
日
e
ま
で
に
法
テ
ラ
ス
新

潟
1
０
５
０
│
３
３
８
３
│
５
４
２

０
）県

で
は
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
の
参
考

に
な
る
情
報
誌
「
新
潟
Ｕ
タ
ー
ン
情

報
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
県
外
に

暮
ら
す
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
無
料

で
郵
送
し
ま
す
。
●
内
容
＝
県
内
求

人
動
向
、
説
明
会
な
ど
の
開
催
情
報

●
発
行
回
数
＝
子
ど
も
が
学
生
の
場

合
年
３
回
、
社
会
人
の
場
合
年
１
回

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
民
生
活
課

（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
１
１
２
）

不
用
に
な
っ
た
家
電
製
品
・

パ
ソ
コ
ン
は
リ
サ
イ
ク
ル
を

●十日町市へ＝6全国市有物件災害共済

会（50,000円）全国市議会議長会

（50,000円）㈱第四銀行（300,000円）十

日町平成ライオンズクラブ（50,000円）

●情報館へ＝上村政基（上野）能代谷麻

美子（寺尾）高橋亘（松之山湯本）庭

野勇吉（高田町３西）ホープ歯科クリ

ニック（寿町２）新潟大学人文学部（新

潟市）京馬伸子（神奈川県横浜市）柳

与志晴（東京都練馬区）庭野隆雄（東

京都世田谷区）

●博物館へ＝阿部恭平（十日町栄町）阿

部又三（谷内丑１）小林正（田中）大

井田久（群馬県富岡市）

新
潟
県
自
殺
予
防
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す

た
っ
た
一
人
の
命
で
す

あ
す
な
ろ
山
の
会

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

in

霧
ヶ
岳
募
集

◆募集人数：８人

◆応募資格：市内に住所を有する満20歳以上の人で、地域福祉の推進に関心

があり、平日昼間２時間程度の委員会に出席可能な人。

◆委嘱期間：委嘱の日から平成20年３月31日まで

◆委員報酬：委員会１回につき　5,500円

◆応募方法：所定の用紙（問合せ先に配置）かインターネットＥメールで

①氏名及び性別②生年月日③住所・郵便番号④電話番号⑤職業⑥応募の動

機を記入し、福祉課福祉計画係または th-fukushi@city.tokamachi.

niigata.jp

◆応募期限：平成19年９月25日c

◆選考方法：書類審査。結果は応募期限後１週間以内に応募者全員に通知し

ます

◆応募者の個人情報については、十日町市個人情報保護条例に基づき適切に

取扱います

市では社会福祉法に規定する「地域福祉計画」を策定するため、市民の

皆さんの意見を反映した計画となるよう「十日町市地域福祉計画策定委

員会設置要綱」を定め、策定委員26人の内８人を公募します。

十日町市地域福祉計画策定委員会の�
委員を募集します�

【問合せ先】 福祉課福祉計画係　内線134

秋
の
農
作
業
安
全
運
動

県
の
貸
付
金
の
ご
案
内

県
下
一
斉
民
事
扶
助

無
料
法
律
相
談

９
月
の
国
保
診
療
所
休
診
日

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
の
皆
さ
ん
へ

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

新
潟
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
情

報
誌
を
購
読
し
ま
せ
ん
か

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

出
展
作
品
募
集

社
会
保
険
庁
か
ら
の

お
知
ら
せ

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
松
原
水
づ
く
り
の
森

植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

８月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

▼
記
録
的
な
猛
暑
だ
っ
た
こ
の
夏
。
国
内
の

観
測
地
点
の
内
、
１
０
１
地
点
で
観
測
史
上

最
高
気
温
を
更
新
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ

こ
数
年
続
く
異
常
気
象
や
自
然
災
害
で
、
地

球
の
将
来
が
と
て
も
不
安
に
な
り
ま
す
。
そ

う
い
え
ば
、
数
年
前
新
潟
市
で
サ
ッ
カ
ー
観

戦
の
と
き
に
乗
っ
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
信

号
待
ち
の
た
び
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

を
し
て
い
て
、
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
た
と
き

の
静
け
さ
に
驚
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
よ
う
に
、
個
人
単
位
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
を
実
行
す
れ
ば
、
大
気
汚
染
や
地
球

温
暖
化
防
止
の
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
。「
車

を
停
め
た
ら
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
」
先
ず
は
自

ら
実
践
で
す
。

▼
１
日
を
通
し
、
い
つ
と
は
な
く
聞
こ
え
て

い
た
吹
奏
楽
部
の
楽
器
の
音
も
、
夏
休
み
の

終
わ
り
と
共
に
消
え
、

い
つ
も
の
静
か
な
学
校

に
戻
り
ま
し
た
。
吹
く

風
が
も
う
秋
で
す
。

▼
祭
り
が
終
わ
る
と
、
一
気
に
秋
め
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
出
店
や

神
社
の
奉
納
相
撲
に
隣
集
落
の
祭
り
ま
で
出

か
け
た
も
の
で
し
た
。
は
や
し
に
太
鼓
、
み

こ
し
と
、
あ
の
独
特
の
に
ぎ
わ
い
の
雰
囲
気
。

興
に
乗
る
大
人
の
姿
も
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
あ
の
雰
囲
気
を
今
、
大
人
に
な
っ
た

我
々
が
演
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
々
人
口
が
減
る
中
に
あ
っ
て
も
途
絶
え
さ

せ
ら
れ
な
い
地
域
の
一
大
行
事
だ
か
ら
で
す
。

▼
時
代
が
変
わ
れ
ば
興
味
の
対
象
も
変
わ
る

の
か
、
祭
り
の
広
場
に
来
る
子
ど
も
た
ち
の

多
く
は
片
手
に
携
帯
ゲ
ー
ム
機
。
私
た
ち
が

感
じ
て
い
た
祭
り
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

楽
し
み
の
感
じ
方
が
違
う
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
夏
休
み
明
け
間
近
、
宿
題
そ
っ
ち
の
け

で
遊
び
ほ
う
け
て
、

泣
き
を
見
た
の
も
毎

年
懲
り
な
い
祭
り
の

思
い
出
で
す
。

（優）（鈴）
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ど
き
ど
き
し
た

ゆ
う
え
ん
ち

お父さんとお母さんとわたしで、遠くの遊園地に行きました。ヒューッと速いジェットコースターに乗ったことが一番おもしろかったです。だから、ジェットコースターを目立つようにしました。

廣田　朋さん（１年）

力
い
っ
ぱ
い
の
リ
レ
ー

うんどう会で一番
がんばったリレー

を描

きました。「バト
ンを落とさないぞ

！」、「走

るしせいで待つぞ
！」という気持ち

が手と

腕に表れるように
、よく見て描きま

した。

Z樂丈瑠さん（
２年）

秋
に
し
か
咲
か
な
い

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花

プリンカップの底のかわいい形を使
って、世界に一つだけの花を作ろうと
思いました。カップや綿を色画用紙に
上手に貼り付けるのが難しかったです。

服部穂乃香さん（３年）

イ
カ
と
タ
コ
の
た
た
か
い

イカとタコが海の中でスミを出してたた
かっているところです。まわりでは魚たち
が見守っています。子どものイカとタコは
大人よりもスミの量を少なくしました。

廣田勝行さん（４年）

幸
せ
な
七
色
の
親
子
ぞ
う

軍手を液体粘土で
固めて作りました

。ぞ

うは、ゆったりし
ていて、親子でい

つも幸

せそうなので大好
きです。あざやか

で幸せ

そうな親子のぞう
ができて良かった

です。

服部千花さん（
５年）

市民の動き

田
沢
小
学
校

27

■人　口 62,194人（－64） 男 30,450人（－32） 女 31,744人（－32）
■世帯数 19,928世帯（－6） 8月末現在（ ）は前月からの増減

たけ る

とも

ほ の か

かつゆき

凶
暴
巨
大
タ
コ

小さく切ったスポンジを針金に通して、吸ばんのあるタコの足を表現しました。タコの頭が立体的に丸くなるように作るのが難しかったです。

上村卓巳さん（６年）

たく み

ち か
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